
人々が織りなす　元気で快適な　活力あるまち人々が織りなす　元気で快適な　活力あるまち

20102010７７
広報広報

№64№64

どろんこでもいい！
　　たくましく育って欲しい！
どろんこでもいい！
　　たくましく育って欲しい！
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永野小学校ＰＴＡどろんこ運動会

　６月13日、田植え前の永野小学

校の学習田で、どろんこ運動会が

開催されました。

　最初は、おそるおそる水田に入

った子どもたちも、いつの間にか

『どろんこ』になりながら、かけ

まわっていました。

上
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上上

　
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
地

域
の
子
ど
も
た
ち
の
人
数
が

少
な
く
な
っ
て
き
た
う
え
に
、

電
子
ゲ
ー
ム
機
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
が
普
及
す
る
中

で
個
々
の
遊
び
が
増
え
、
子

ど
も
た
ち
が
、
み
ん
な
で
遊

ん
だ
り
、
活
動
し
た
り
す
る

こ
と
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
家
庭
や
地
域
社

会
に
お
け
る
ふ
れ
あ
い
や
交

流
が
少
な
く
な
っ
た
と
言
わ

れ
ま
す
。

　
近
年
に
お
い
て
、
家
族
間

に
お
け
る
悲
惨
な
事
件
や
地

域
社
会
の
中
で
、
子
ど
も
た

ち
が
事
件
・
事
故
に
ま
き
こ

ま
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
報
道

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
大
き

な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

家
庭
や
地
域
社
会
に
お
け
る

日
常
生
活
の
在
り
方
な
ど
を

考
え
、
「
青
少
年
は
地
域
社

会
全
体
で
育
む
」
と
い
う
意

識
を
町
民
す
べ
て
が
も
つ
必

要
が
あ
り
ま
す
。

【
背
景
】

　
家
庭
は
、
家
族
、
特
に
親

子
の
つ
な
が
り
を
築
き
、
生

活
を
通
じ
て
、
子
ど
も
が
様

々
な
力
を
身
に
つ
け
て
成
長

し
て
い
く
基
礎
的
な
集
ま
り

で
す
が
、
家
庭
を
め
ぐ
る
状

況
は
年
々
変
化
し
て
い
ま
す
。

　
９
歳
か
ら
１４
歳
の
子
を
持

つ
親
が
、
平
日
子
ど
も
と
何

か
を
し
た
り
、
相
手
に
し
て

い
る
時
間
が
ど
の
く
ら
い
あ

る
の
か
を
、
平
成
１２
年
と
平

成
１８
年
で
比
較
す
る
と
平
成

１８
年
に
お
い
て
平
日
の
親
子

の
ふ
れ
あ
い
時
間
が
「
ほ
と

ん
ど
な
い
」
と
し
た
父
親
が

増
え
、
２３
．３
％
、
お
よ
そ
４

人
に
１
人
と
い
う
結
果
。
母

親
に
お
い
て
も
、
父
親
ほ
ど

顕
著
で
は
な
い
が
概
ね
同
様

な
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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４時間
以　上

無回答

平成１２年

平成１８年平
成
12
年
は
内
閣
府
「
青
少
年
の
生
活

意
識
に
関
す
る
基
本
調
査
」

資 料

平
成
18
年
は
内
閣
府
「
低
年
齢
少
年
の

生
活
意
識
に
関
す
る
調
査
」

　
働
く
父
親
、
母
親
の
平
均

帰
宅
時
間
に
つ
い
て
、
平
成

１３
年
と
平
成
１９
年
を
比
較
す

る
と
父
親
に
つ
い
て
は
、
平

成
１３
年
に
は
、
約
４
割
い
た

１９
時
ま
で
に
帰
宅
す
る
人
が

２６
．
１
％
に
減
り
、
２１
時
以

降
に
帰
宅
す
る
人
が
３
割
以

上
に
増
加
。
母
親
に
つ
い
て

は
、
１８
時
ま
で
に
帰
宅
す
る

人
が
減
り
、
１８
時
か
ら
２０
時

ま
で
の
間
に
帰
宅
す
る
人
が

大
き
く
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
家
族
団
ら
ん
の
場
で
あ
る

夕
食
を
家
族
そ
ろ
っ
て
と
る

回
数
に
つ
い
て
、
昭
和
５１
年

か
ら
平
成
１６
年
ま
で
の
推
移

を
み
る
と
、 

「
毎
日
」
、 

「
週

４
日
以
上
」
の
人
が
減
り
、

「
週
２
～
３
日
」
が
増
え
て

お
り
、
平
成
１６
年
で
は
「
週

２
～
３
日
」
が
最
多
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
の
悩
み
や
問
題
な

ど
に
つ
い
て
、
親
が
ど
の
程

度
知
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て

見
て
み
る
と
、
全
体
的
に
父

親
の
認
知
度
は
母
親
に
比
べ

て
低
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

特
に
「
友
達
の
名
前
」
、 

「
よ

く
遊
び
に
行
く
場
所
」
な
ど

で
そ
の
差
が
拡
大
傾
向
に
あ

り
ま
す
。

　
一
方
で
、
き
ち
ん
と
知
る

た
め
に
は
あ
る
程
度
、
日
常

的
な
関
わ
り
が
必
要
な
「
今
、

学
校
で
学
ん
で
い
る
内
容
」

や
じ
っ
く
り
向
き
合
わ
な
け

れ
ば
知
る
こ
と
の
難
し
い

「
子
ど
も
が
困
っ
て
い
る
こ

と
や
悩
ん
で
い
る
こ
と
」
に

つ
い
て
は
、
母
親
に
お
い
て

も
他
の
項
目
と
比
べ
て
若
干

低
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
近
所
付
き
合
い
の
程
度
に

つ
い
て
、
平
成
１２
年
と
平
成

１９
年
を
比
較
す
る
と
「
よ
く

行
き
来
し
て
い
る
」
及
び

「
あ
る
程
度
行
き
来
し
て
い

る
」
が
減
り
、
「
あ
ま
り
行
き

来
し
な
い
」
及
び
「
ほ
と
ん

ど
行
き
来
し
な
い
」
が
増
え
、

こ
れ
に
「
あ
て
は
ま
る
人
が

い
な
い
」
を
加
え
る
と
、
約

６
割
が
近
所
付
き
合
い
に
消

極
的
と
い
う
結
果
で
、
近
所

付
き
合
い
が
疎
遠
に
な
る
傾

向
と
な
っ
て
い
ま
す
。

近
所
（
地
域
）

　
付
き
合
い
の
程
度
の
推
移
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子どもが困っていることや
悩んでいること

今、学校で
学んでいること

付き合っている
友だちの名前

学校の成績

担任の先生の名前

こづかいの使い道

よく見ているテレビ番組

よく遊びに行く場所

資料：内閣府「低年齢少年の生活と意識に関する調査」（平成18年）

資料：内閣府国民生活局「国民生活還好度調査

子どもとかかわることの親の認識度
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40.7％
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ある程度行き来している

30.9％
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よく行き来している
13.9％

よく行き来している
10.7％

あてはまる人がいない

無回答

7.5％

0.6％

知
っ
て
る
？
「
さ
つ
ま
の
日
」

知
っ
て
る
？
「
さ
つ
ま
の
日
」

平
日
の
親
子
の

  

ふ
れ
あ
い
時
間
が
減
少

■
家
庭
を
め
ぐ
る
状
況

■
地
域
社
会
を
め
ぐ
る
状
況

近
所
（
地
域
）

　
　
付
き
合
い
の
希
薄
化

親
の
帰
宅
時
間
が

　
　
遅
く
な
っ
て
い
ま
す
。

家
族
そ
ろ
っ
て
夕
食
を
と
る

　
　
　
　
　
　
回
数
の
減
少

子
ど
も
の
悩
み
を

　
　
　
　
　
よ
く
知
ら
な
い

■シリーズ「さつまの日」を推進 上■シリーズ「さつまの日」を推進 上

親
子
の
ふ
れ
あ
い
時
間
（
父
親
）

　
さ
つ
ま
町
（
青
少
年
町
民
育
成
町
民
会
議
）
で
は
、
青
少
年

の
健
全
な
育
成
を
町
民
総
ぐ
る
み
で
推
進
し
て
い
く
た
め
、
県

の
「
郷
土
に
学
び
・
育
む
青
少
年
運
動
」
と
あ
わ
せ
、
毎
月
第

３
土
曜
日
「
青
少
年
育
成
の
日
」
と
第
３
日
曜
日
「
家
庭
の

日
」
を
「
さ
つ
ま
の
日
」
と
し
て
定
め
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と

％
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家
庭
に
お
け
る
親
子
の
か
か
わ
り
方
を
見
直
す
契
機

と
し
て
、
毎
月
第
３
日
曜
日
の
「
家
庭
の
日
」
に
は
、

家
族
で
ゆ
っ
く
り
ご
飯
を
食
べ
た
り
、
ゆ
っ
く
り
語
り

合
っ
た
り
、
そ
ろ
っ
て
外
へ
出
か
け
た
り
す
る
機
会
を

作
り
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
子
ど
も
時
代
の
様
々
な
体
験
が
将
来
大
き
く

影
響
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
毎
月
第
３
土
曜
日
の

「
青
少
年
育
成
の
日
」
に
は
、
地
域
の
行
事
や
子
ど
も

会
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の
地
域
活
動
等
に

親
子
で
積
極
的
に
参
加
し
、
家
族
及
び
地
域
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
活
動
し
、
ふ
れ
あ
い
や
交
流
を
深
め
ま
し
ょ

う
。

『
知
識
は
学
校
で
、

　
　
知
恵
は
家
庭
・
地
域
で
』

　
学
校
で
も
い
ろ
い
ろ
教

え
ま
す
が
、
子
ど
も
に
と

っ
て
家
庭
、
地
域
で
の
触

れ
合
い
、
体
験
が
そ
の
子

の
将
来
の
在
り
方
の
基
本

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
本
町
で
は
、
青
少
年
教

育
の
一
環
と
し
て
「
さ
つ

ま
の
日
」
を
設
定
し
て
い

ま
す
が
、
と
に
か
く
家
庭
、

地
域
で
の
人
と
の
触
れ
合

い
や
、
ふ
る
さ
と
の
山
川

な
ど
で
の
自
然
体
験
が
生

き
方
の
原
点
に
な
る
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　
五
千
円
札
の
肖
像
と
し

て
も
知
ら
れ
る
、
新
渡
戸

稲
造
は
、
そ
の
著
書
で
「
知

識
は
学
ぶ
人
の
心
に
同
化

さ
れ
、
立
派
な
行
動
に
な

っ
て
表
れ
る
時
に
真
の
知

識
と
な
る
」
と
い
う
旨
の

こ
と
を
言
っ
て
お
り
ま
す
。

　
真
の
知
識
を
備
え
た
子

ど
も
を
育
成
す
る
た
め
に
、

ど
こ
に
も
な
い
「
さ
つ
ま

の
日
」
の
取
り
組
み
を
行

い
、
将
来
の
本
町
を
担
う
、

志
の
高
い
児
童
、
生
徒
の

育
成
が
図
ら
れ
れ
ば
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
、
今
後
更

に
家
庭
、
学
校
、
地
域
が

共
に
協
力
し
、
ス
ク
ラ
ム

を
組
ん
で
青
少
年
の
健
全

育
成
を
推
進
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
「
家
庭
の
日
」
は
昭
和
30
年
（
１
９
５
５
年
）

に
旧
鶴
田
町
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
当
時
鶴
田
町

で
は
出
稼
ぎ
に
よ
り
高
齢
者
や
女
性
の
農
業
従
事

者
は
ほ
と
ん
ど
休
み
の
な
い
状
況
で
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
家
庭
の
中
で
の
家
族
の
絆
が

薄
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
か
ら
「
家
庭
を
大
切
に
し
た

い
」
と
い
う
願
い
と
農
業
従
事
者
の
「
農
休
日
」

を
と
い
う
考
え
が
一
緒
に
な
り
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
昭
和
40
年
に
鹿
児
島
県
が
毎
月
第
３

日
曜
日
を
「
家
庭
の
日
」
と
し
て
設
定
し
、
そ
の

運
動
は
全
国
に
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

※
「
家
庭
の
日
」
の
は
じ
ま
り

さ
つ
ま
町
教
育
委
員
会教

育
長

東
　
修
　
一

※「さつまの日」の特集は、今月号から３回シリーズでお知らせします。

「
地
域
の
教
育
力
」
に
つ
い

て
、
小
中
学
生
の
保
護
者
に

聞
い
た
結
果
で
は
、
半
数
を

超
え
る
保
護
者
が
自
分
の
子

ど
も
時
代
と
比
べ
て
低
下
し

て
い
る
と
回
答
。

　
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、

「
個
人
主
義
が
浸
透
（
他
人

の
関
与
を
歓
迎
し
な
い
）
」

が
５
割
を
超
え
て
最
も
多
い

ほ
か
、
「
地
域
が
安
全
で
な

く
な
り
、
子
ど
も
を
他
人
と

交
流
さ
せ
る
こ
と
に
抵
抗
感

が
増
加
」
、
「
近
所
の
人
々

が
親
交
を
深
め
ら
れ
る
機
会

の
不
足
」
、
「
人
々
の
居
住

地
に
対
す
る
親
近
感
の
希
薄

化
」
、
「
母
親
の
就
労
の
増

加
」
、
「
マ
ン
シ
ョ
ン
の
普

及
な
ど
居
住
形
態
の
変
化
」

等
の
回
答
が
３
割
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
小
・
中
学
生
に
「
放
課
後

や
休
み
の
日
に
困
っ
て
い
る

こ
と
」
を
複
数
回
答
で
聞
い

た
と
こ
ろ
、
お
お
よ
そ
５
人

に
１
人
が
「
家
の
近
く
に
遊

び
場
が
な
い
」
と
感
じ
て
お

り
、
次
い
で
「
家
の
近
く
に

一
緒
に
遊
ぶ
人
が
い
な
い
」

の
ほ
か
「
自
由
な
時
間
が
な

い
」
、
「
楽
し
い
遊
び
が
な

い
・
何
も
し
た
く
な
い
」
、

「
子
ど
も
だ
け
で
遊
ぶ
の
は

危
な
い
と
言
わ
れ
る
」
が
そ

れ
ぞ
れ
１
割
前
後
あ
り
、
遊

ぶ
た
め
の
時
間
、
空
間
、
仲

間
な
ど
遊
び
の
自
由
が
な
い

と
感
じ
て
い
る
状
況
が
あ
り

ま
す
。

　
２５
歳
か
ら
３５
歳
の
若
者
に

対
し
、
現
在
の
仕
事
や
生
活

の
様
式
と
小
・
中
学
校
時
代

の
体
験
等
に
つ
い
て
た
ず
ね

た
調
査
結
果
で
は
、
若
者
の

「
仕
事
に
お
け
る
態
度
・
能

力
に
対
す
る
自
信
」
は
、
子

ど
も
時
代
の
体
験
や
親
と
の

か
か
わ
り
と
関
連
し
て
お
り
、

な
か
で
も
、
小
・
中
学
校
時

代
に
「
親
や
学
校
の
先
生
以

外
の
大
人
と
話
す
こ
と
」
が

あ
っ
た
若
者
ほ
ど
、
「
仕
事

に
お
け
る
態
度
・
能
力
に
自

信
を
も
っ
て
い
る
」
と
の
結

果
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
「
親
と
将
来

の
こ
と
に
つ
い
て
話
を
す
る

こ
と
」
、
「
大
勢
の
友
だ
ち

と
遊
ぶ
こ
と
」
、
「
地
域
の

行
事
に
参
加
す
る
こ
と
」
な

ど
に
つ
い
て
も
、
仕
事
に
お

け
る
自
信
の
有
無
に
お
い
て

子
ど
も
時
代
の
体
験
差
が
大

き
く
影
響
し
て
い
ま
す
。

20％

40％

60％

80％

100％

７割以上参加 ５割程度参加 ５割未満参加

-

平成21年

平成15年

子どもたちの子ども会活動への参加状況
※
右
の
グ
ラ
フ
の
分
析

　
平
成
15
年
度
は
子
ど
も
た
ち

の
子
ど
も
会
へ
の
参
加
率
が

「
７
割
以
上
参
加
し
て
い
る
」

と
答
え
た
市
町
村
が
約
90
％
で

あ
っ
た
が
、
平
成
21
年
度
60
％

ま
で
減
少
し
て
き
て
い
る
。
子

ど
も
た
ち
が
「
参
加
し
や
す
い
」

「
参
加
し
た
く
な
る
」
魅
力
あ

る
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

（
平
成
21
年
鹿
児
島
県
子
ど
も

会
連
絡
協
議
会
「
新
さ
つ
ま
っ

子
い
き
い
き
プ
ラ
ン
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
」
）

以前と比べて
低下している
55.6％

以前と変わら
ない 15.1％

以前に比
べて向上
している
 5.2％

調査対象は、人口規模、地理的条件、地域的なつ
ながりの強弱について、転出入者数、刑法犯認知
件数など一定の指標を設定して選定した全国10地
区の小学校２年生、小学校５年生、中学校２年生
各100名程度の保護者
調査回収は、合計2,888名
資料：「地域の教育力に関する実態調査」報告
　　　（文部科学省H18.３）

わからない
 22.7％

不明 1.5％

自分の子ども時代と
　比べた現在の地域の教育力

■
子
ど
も
時
代
の

　
　
　
体
験
・
交
流
機
会

　
　
　
　
　
　
の
重
要
性

■
「
さ
つ
ま
の
日
」
の
趣
旨

～
青
少
年
を
取
り
巻
く
社
会
背
景
が
変
化
す
る
中
～

「家庭の日」発祥の地、さつま町

■シリーズ「さつまの日」を推進 上■シリーズ「さつまの日」を推進 上

「
地
域
の
教
育
力
」
が

　
　
　
低
下
し
て
い
る
？

遊
ぶ
場
所
、
仲
間
、
時
間

　
　
　
　
　
　
　
の
不
足

※
平
成
20
年
度
版

　
　
　
青
少
年
白
書
抜
粋



人々が織りなす　元気で快適な　活力あるまち のニュースちま

６広報さつま７ 広報さつま

絵本を読んであげた時間、読んでもらった時間は一生の宝物。そんな期間限定の貴重な時間が作れるのは案外短いものです。その子が大好
きなお気に入りの絵本をたった一冊でも見つけてあげることができたら・・・あとは繰り返し読んであげてください。

６月９日のブックスタート
事業初日に、日髙町長から
参加者に絵本などの贈呈が
行われました。

　
平
成
２２
年
春
の
叙
勲
で
瑞
宝

双
光
章
を
受
章
さ
れ
た
、
求
名

区
在
住
で
元
さ
つ
ま
町
消
防
団

副
団
長
の
赤
﨑
清
秀
さ
ん
（
７７
）

が
町
長
室
を
訪
れ
、
日
髙
町
長

に
受
章
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　
赤
﨑
さ
ん
は
昭
和
２９
年
に
旧

求
名
村
消
防
団
に
入
団
以
来
、

５５
年
の
永
き
に
わ
た
り
災
害
現

場
の
第
一
線
で
活
躍
さ
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
間
、
平
成
７
年
か
ら
旧

薩
摩
町
消
防
団
団
長
を
、
平
成

１７
年
の
市
町
村
合
併
後
は
町
消

防
団
副
団
長
を
務
め
ら
れ
、
災

害
現
場
で
の
活
動
や
団
員
の
指

導
育
成
、
消
防
技
術
の
向
上
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
　

　
今
回
の
受
章
は
、
そ
の
功
績

が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
昨
年
１２
月
に
「
鹿
児
島
県
共

生
・
協
働
の
む
ら
づ
く
り
」
審

査
会
が
開
催
さ
れ
、
永
野
区
の

む
ら
づ
く
り
活
動
が
県
知
事
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。
永
野
区
は
、

地
域
の
話
し
合
い
活
動
が
盛
ん

で
、
女
性
や
壮
年
グ
ル
ー
プ
に

よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
特
に
区
の
一
大
行
事
で
あ
る

『
永
野
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
』

は
、
真
心
の
こ
も
っ
た
大
会
で
、

リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
い
の
が
特
徴

で
す
。
受
賞
式
に
参
加
さ
れ
た

地
域
代
表
は
、
「
特
別
な
活
動

は
し
て
い
な
い
が
県
知
事
賞
を

戴
き
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
れ
と

い
う
後
押
し
を
さ
れ
た
よ
う
で

す
。
区
民
み
ん
な
で
喜
び
た

い
。
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

永
野
区
む
ら
づ
く
り
委
員
会

赤
﨑
清
秀
さ
ん

赤
﨑
清
秀
さ
ん

県
知
事
賞
を
受
賞

県
知
事
賞
を
受
賞

　
京
友
会
自
主
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
隊
（
代
表
　
亀
澤
幸
市
氏
　

隊
員
１５
人
）
は
、
平
成
１７
年
１２

月
に
、
京
塚
原
青
壮
年
ク
ラ
ブ

と
京
塚
原
・
下
京
塚
原
老
人
会

を
中
心
に
結
成
さ
れ
、
以
来
毎

日
２
名
以
上
の
隊
員
で
、
地
域

の
小
学
生
の
通
学
の
安
全
を
見

守
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
パ
ト
ロ
ー
ル
地
区
に
は
、
自

ら
設
置
し
た
「
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

詰
所
」
も
あ
り
、
地
域
の
高
齢

者
の
ふ
れ
あ
い
の
場
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
活
動
に
対
し
、

本
年
５
月
に
日
本
生
命
財
団
が

主
催
す
る
「
生
き
生
き
シ
ニ
ア

活
動
顕
彰
」
を
受
け
ら
れ
ま
し

た
。

京
友
会
自
主
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

地
域
の
見
守
り
役

地
域
の
見
守
り
役

　
湯
田
区
在
住
で
町
選
挙
管
理

委
員
会
委
員
の
濱
田
敏
朗
さ
ん

が
、
鹿
児
島
県
選
挙
管
理
委
員

会
連
合
会
か
ら
選
挙
功
労
者
と

し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
６
月
２
日
に
は
、
町
選
挙
管

理
委
員
会
の
新
森
一
敎
委
員
長

か
ら
表
彰
状
の
伝
達
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
濱
田
さ
ん
は
、
町
選
挙
管
理

委
員
会
委
員
と
し
て
、
１０
年
以

上
に
わ
た
り
、
国
、
県
、
町
な

ど
の
様
々
な
選
挙
の
執
行
に
携

わ
り
、
公
正
な
管
理
執
行
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
受
賞
は
、
こ
れ
ら
の

功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

濱
田
敏
朗
さ
ん

公
正
な
選
挙
を
見
守
り 

公
正
な
選
挙
を
見
守
り 

　
柏
原
の
学
習
塾
「
べ
ん
き
ょ

う
し
つ
モ
ン
シ
ェ
リ
ハ
ウ
ス
」

代
表
の
森
脇
里
美
さ
ん
と
塾
生

の
子
ど
も
た
ち
が
、
６
月
９
日

町
長
室
で
、
社
団
法
人
日
本
河

川
協
会
の
『
河
川
功
労
者
』
を

受
賞
し
た
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　
モ
ン
シ
ェ
リ
ハ
ウ
ス
は
、
近

く
の
河
川
の
ご
み
拾
い
や
生
き

物
、
水
質
調
査
を
継
続
し
て
行

っ
た
こ
と
で
今
回
の
受
賞
と
な

り
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
訪
れ
た
１７
人
の
塾

生
を
代
表
し
て
３
人
の
塾
生
が
、

日
髙
町
長
に
日
頃
の
活
動
内
容

や
受
賞
の
感
想
を
報
告
し
ま
し

た
。

河
川
功
労
者
表
彰

地
域
の
川
を
大
切
に 

地
域
の
川
を
大
切
に 

瑞
宝
双
光
章
を
受
章

受章報告後の赤﨑さん(左から２人目)

受賞を喜ぶ関係者
（前列左から２人目，後列左から２人目）

帰宅途中の児童と京友会のメンバー

報告に訪れた塾生と森脇さん(左)

受賞した濱田さん

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
は
じ
ま
る

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
は
じ
ま
る

　
赤
ち
ゃ
ん
の
健
や
か
な
成
長

を
願
っ
て
、
６
月
９
日
に
実
施

さ
れ
た
４
ケ
月
児
健
診
で
17
人

の
赤
ち
ゃ
ん
に
、
お
母
さ
ん
が

４
冊
の
絵
本
か
ら
選
ん
だ
２
冊

の
絵
本
、
よ
だ
れ
か
け
、
コ
ッ

ト
ン
バ
ッ
グ
、
赤
ち
ゃ
ん
用
図

書
カ
ー
ド
を
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
・
パ
ッ
ク
と
し
て
日
髙
町
長

か
ら
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
贈
呈
さ
れ
た
絵
本
を
図
書
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
が
、

お
母
さ
ん
と
あ
か
ち
ゃ
ん
に
読

み
聞
か
せ
を
行
い
ま
し
た
。
赤

ち
ゃ
ん
は
満
面
の
笑
み
で
食
い

入
る
よ
う
に
絵
本
を
み
つ
め
、

お
母
さ
ん
も
赤
ち
ゃ
ん
の
表
情

を
見
て
、
自
然
と
笑
顔
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
読
み
聞
か

せ
の
仕
方
に
つ
い
て
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
質
問
を
さ
れ
る
姿
も

あ
り
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気

で
し
た
。

　
※
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
に

つ
き
ま
し
て
は
、
毎
月
の
４
ケ

月
児
健
診
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
小
さ
い
と
き
か
ら
、
本
に
親

し
む
と
い
う
こ
と
は
、
勿
論
で

あ
り
ま
す
が
、
赤
ち
ゃ
ん
に
は
、

お
母
さ
ん
や
、
大
切
な
人
の
胸

に
抱
か
れ
、
腕
に
支
え
ら
れ
て
、

心
の
こ
も
っ
た
温
か
い
声
と
言

葉
に
包
ま
れ
る
こ
と
が
、
今
後

の
成
長
に
大
き
な
影
響
を
与
え

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
意
味
で
、
「
ブ
ッ
ク
ス

タ
ー
ト
」
事
業
は
、
お
母
さ
ん

と
赤
ち
ゃ
ん
と
に
言
葉
と
愛
を

届
け
る
活
動
で
す
。
こ
の
事
業

は
、
乳
幼
児
の
４
ケ
月
健
診
時

で
の
実
施
と
い
う
こ
と
で
、
早

い
と
思
わ
れ
る
皆
さ
ん
も
多
い

の
で
は
と
思
い
ま
す
が
、
０
歳

児
か
ら
始
め
る
こ
と
が
、
最
も

効
果
が
高
い
と
も
言
わ
れ
て
お

り
ま
す
。

　
赤
ち
ゃ
ん
は
、
お
母
さ
ん
の

声
と
言
葉
に
歓
び
を
感
じ
、
ま

た
、
お
母
さ
ん
は
、
赤
ち
ゃ
ん

の
口
か
ら
で
る
声
が
歓
び
で
す
。

皆
さ
ん
方
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

忙
し
い
中
で
で
は
あ
り
ま
す
が
、

是
非
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
の
時

間
を
で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん
、

と
っ
て
い
た
だ
き
、
健
や
か
な

お
子
さ
ん
の
成
長
に
つ
な
げ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
赤
ち
ゃ
ん
の
健
や
か
な
成
長

を
願
っ
て
、
６
月
９
日
に
実
施

さ
れ
た
４
ケ
月
児
健
診
で
17
人

の
赤
ち
ゃ
ん
に
、
お
母
さ
ん
が

４
冊
の
絵
本
か
ら
選
ん
だ
２
冊

の
絵
本
、
よ
だ
れ
か
け
、
コ
ッ

ト
ン
バ
ッ
グ
、
赤
ち
ゃ
ん
用
図

書
カ
ー
ド
を
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
・
パ
ッ
ク
と
し
て
日
髙
町
長

か
ら
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
贈
呈
さ
れ
た
絵
本
を
図
書
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
が
、

お
母
さ
ん
と
あ
か
ち
ゃ
ん
に
読

み
聞
か
せ
を
行
い
ま
し
た
。
赤

ち
ゃ
ん
は
満
面
の
笑
み
で
食
い

入
る
よ
う
に
絵
本
を
み
つ
め
、

お
母
さ
ん
も
赤
ち
ゃ
ん
の
表
情

を
見
て
、
自
然
と
笑
顔
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
読
み
聞
か

せ
の
仕
方
に
つ
い
て
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
質
問
を
さ
れ
る
姿
も

あ
り
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気

で
し
た
。

　
※
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
に

つ
き
ま
し
て
は
、
毎
月
の
４
ケ

月
児
健
診
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
小
さ
い
と
き
か
ら
、
本
に
親

し
む
と
い
う
こ
と
は
、
勿
論
で

あ
り
ま
す
が
、
赤
ち
ゃ
ん
に
は
、

お
母
さ
ん
や
、
大
切
な
人
の
胸

に
抱
か
れ
、
腕
に
支
え
ら
れ
て
、

心
の
こ
も
っ
た
温
か
い
声
と
言

葉
に
包
ま
れ
る
こ
と
が
、
今
後

の
成
長
に
大
き
な
影
響
を
与
え

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
意
味
で
、
「
ブ
ッ
ク
ス

タ
ー
ト
」
事
業
は
、
お
母
さ
ん

と
赤
ち
ゃ
ん
と
に
言
葉
と
愛
を

届
け
る
活
動
で
す
。
こ
の
事
業

は
、
乳
幼
児
の
４
ケ
月
健
診
時

で
の
実
施
と
い
う
こ
と
で
、
早

い
と
思
わ
れ
る
皆
さ
ん
も
多
い

の
で
は
と
思
い
ま
す
が
、
０
歳

児
か
ら
始
め
る
こ
と
が
、
最
も

効
果
が
高
い
と
も
言
わ
れ
て
お

り
ま
す
。

　
赤
ち
ゃ
ん
は
、
お
母
さ
ん
の

声
と
言
葉
に
歓
び
を
感
じ
、
ま

た
、
お
母
さ
ん
は
、
赤
ち
ゃ
ん

の
口
か
ら
で
る
声
が
歓
び
で
す
。

皆
さ
ん
方
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

忙
し
い
中
で
で
は
あ
り
ま
す
が
、

是
非
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
の
時

間
を
で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん
、

と
っ
て
い
た
だ
き
、
健
や
か
な

お
子
さ
ん
の
成
長
に
つ
な
げ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
な
ぜ
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

　
　
　
　
　
を
は
じ
め
る
の
？

Ｑ
な
ぜ
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

　
　
　
　
　
を
は
じ
め
る
の
？

「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
」
で
初

め
て
赤
ち
ゃ
ん
が
手
に
し
た

絵
本
を
保
存
し
、
そ
の
子
が

成
長
し
た
い
つ
か
、
例
え
ば

成
人
式
、
結
婚
式
と
い
っ
た

節
目
の
と
き
な
ど
に
、
一
言

添
え
て
手
渡
し
て
あ
げ
て
く

だ
さ
い
。
そ
れ
は
お
母
さ
ん

の
匂
い
や
赤
ち
ゃ
ん
の
と
き

の
匂
い
の
す
る
、
そ
の
子
の

確
か
な
ル
ー
ツ
で
あ
り
、
一

生
の
記
念
と
な
る
か
け
が
え

の
な
い
絵
本
に
な
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

★
赤
ち
ゃ
ん
に
と
っ
て
絵
本
を
読
ん
で
も
ら
う
こ
と
は
・
・
・
？
�

抱
っ
こ
し
て
も
ら
っ
て
、
き
れ
い
な
絵
を
見
な
が
ら
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
、

家
族
み
ん
な
に
話
し
か
け
て
も
ら
う
の
は
と
っ
て
も
う
れ
し
い
こ
と
。

★
赤
ち
ゃ
ん
に
絵
本
を
読
ん
で
あ
げ
る
こ
と
は
・
・
・
？

早
期
教
育
が
目
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
赤
ち
ゃ
ん
と
読
ん
で
あ
げ
る
人
の
心
を

つ
な
ぐ
豊
か
な
時
間
を
つ
く
る
も
の
で
す
。

★
絵
本
は
お
も
ち
ゃ
の
ひ
と
つ

抱
え
て
、
開
い
て
閉
じ
て
、
な
め
た
り
か
じ
っ
た
り
、
投
げ
た
り
破
い
た

り
・
・
・
。
も
ち
ろ
ん
じ
っ
と
見
る
こ
と
も
赤
ち
ゃ
ん
に
と
っ
て
は
遊
び
で
す
。

★
赤
ち
ゃ
ん
は
歌
も
大
好
き
♪

身
体
に
ふ
れ
な
が
ら
こ
と
ば
や
リ
ズ
ム
を
楽
し
む
わ
ら
べ
歌
遊
び
は
み
ん
な
大

好
き
で
す
。

★
テ
レ
ビ
や
ビ
デ
オ
で
は
心
は
育
ち
ま
せ
ん
。

テ
レ
ビ
や
ビ
デ
オ
は
一
方
通
行
の
世
界
で
す
。
赤
ち
ゃ
ん
の
心
を
育
て
る
に
は
、

赤
ち
ゃ
ん
へ
の
呼
び
か
け
や
語
り
か
け
・
笑
い
か
け
に
応
え
て
く
れ
る
、
ひ
と

が
必
要
で
す
。
ま
ず
は
、
テ
レ
ビ
を
消
し
て
静
か
な
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
の

中
で
、
赤
ち
ゃ
ん
と
ふ
れ
あ
い
・
遊
び
・
絵
本
を
読
ん
で
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

★
絵
本
は
子
育
て
の
「
お
助
け
マ
ン
」

生
ま
れ
て
間
も
な
い
赤
ち
ゃ
ん
に
何
を
話
し
か
け
た
ら
い
い
の
・
・
・
？
と
、

戸
惑
う
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
も
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
と
き
参
考
に

な
る
の
が
、
こ
こ
ろ
を
こ
め
て
作
ら
れ
た
絵
本
で
す
。
絵
本
の
中
に
は
美
し
い

リ
ズ
ム
感
に
あ
ふ
れ
た
こ
と
ば
が
い
っ
ぱ
い
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
き

れ
い
な
美
し
い
絵
も
赤
ち
ゃ
ん
に
語
り
か
け
て
い
ま
す
。

★
う
ち
の
子
、
絵
本
は
好
き
じ
ゃ
な
い
み
た
い

赤
ち
ゃ
ん
に
と
っ
て
お
も
し
ろ
い
も
の
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
し
ば
ら
く
時

間
を
お
い
て
、
ま
た
別
の
と
き
に
読
ん
で
あ
げ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
あ
せ
ら
な

い
で
、
あ
き
ら
め
な
い
で
・
・
・
。

★
上
手
に
読
む
の
は
む
ず
か
し
そ
う

赤
ち
ゃ
ん
絵
本
は
、
ペ
ー
ジ
の
順
に
書
い
て
あ
る
と
お
り
に
読
ま
な
く
て
も
お

気
に
入
り
の
ペ
ー
ジ
を
開
い
て
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
同
じ
空
間
を
共
有
で
き

れ
ば
、
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
で
す
。
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町
茶
生
産
協
が
「
新
茶
」
を
贈
呈

竹
に
実
が
・
・
・

　
６
月
２
日
、
さ
つ
ま
町
茶
生

産
協
会
（
別
府
秀
吉
会
長
）
の

メ
ン
バ
ー
が
役
場
を
訪
れ
、
日

髙
町
長
に
新
茶
を
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
お
茶
の
Ｐ
Ｒ

の
一
環
と
し
て
、
毎
年
行
わ
れ

て
い
る
も
の
で
、
今
年
で
１１
回

目
と
な
り
ま
し
た
。
さ
つ
ま
町

の
お
茶
は
、
奥
薩
摩
特
有
の
深

い
霧
に
育
ま
れ
て
、
深
み
の
あ

る
味
わ
い
と
香
り
が
県
内
で
も

高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
い
た
だ
い
た
お
茶
は
、
役
場

内
で
来
客
用
と
し
て
活
用
す
る

な
ど
、
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま
す
。

　
宮
之
城
伝
統
工
芸
セ
ン
タ
ー

で
東
南
ア
ジ
ア
地
方
原
産
の
竹
、

メ
ロ
カ
ン
ナ
（
和
名
＝
ナ
シ
ダ

ケ
）
が
実
を
つ
け
ま
し
た
。

　
こ
の
竹
は
、
平
成
１０
年
の
全

国
竹
の
大
会
の
際
、
展
示
用
と

し
て
福
岡
県
の
世
界
竹
研
究
所

か
ら
購
入
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
県
竹
産
業
振
興
会
の
濱
田
会

長
に
よ
る
と
「
メ
ロ
カ
ン
ナ
の

苗
の
購
入
は
県
内
で
も
珍
し
く

４０
～
５０
年
に
１
回
の
開
花
を
見

せ
る
の
で
、
実
の
本
物
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
の
は
、
県
内
で

は
初
め
て
と
思
わ
れ
る
」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

　
５
月
２３
日
、
関
西
鹿
児
島
県

人
会
総
連
合
会
（
会
長
：
稲
盛

和
夫
）
の
主
催
に
よ
る
「
第
６

回
関
西
か
ご
し
ま
フ
ァ
ン
デ

ー
」
が
「
京
セ
ラ
ド
ー
ム
大

阪
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
鹿
児
島
の
特
産
品

な
ど
を
扱
う
２
５
２
ブ
ー
ス
が

出
店
し
ま
し
た
。
本
町
か
ら
は
、

観
光
協
会
と
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
が

出
店
し
、
近
畿
さ
つ
ま
会
役
員

の
協
力
の
も
と
、
「
こ
さ
ん
だ

け
」
や
「
あ
く
ま
き
」
な
ど
を

販
売
し
、
な
つ
か
し
い
ふ
る
さ

と
の
味
を
求
め
て
、
多
く
の
来

場
者
（
主
催
者
発
表
３
万
３
千

人
）
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
な

ど
も
行
わ
れ
、
出
店
者
と
来
場

者
が
一
緒
に
踊
る
な
ど
、
盛
大

な
「
か
ご
し
ま
フ
ァ
ン
デ
ー
」

と
な
り
ま
し
た
。

県
内
初
の
珍
事
？

　
６
月
２
日
、
主
に
薩
摩
地
区

で
栽
培
さ
れ
て
い
る
南
高
梅

（
商
標
登
録
＝
薩
摩
西
郷
梅
）

の
初
出
荷
と
な
り
ま
し
た
。
薩

摩
西
郷
梅
は
、
さ
つ
ま
町
梅
振

興
会
（
竹
之
内
孝
二
会
長
＝
会

員
数
１
４
４
名
）
に
よ
り
約
８０

㌶
で
栽
培
さ
れ
、
県
内
一
の
産

地
で
も
あ
り
ま
す
。

　
本
年
産
の
梅
は
、
３
月
中
旬

の
凍
霜
害
を
受
け
、
大
幅
な
収

量
ダ
ウ
ン
が
見
込
ま
れ
ま
す
が
、

こ
の
日
に
集
荷
さ
れ
た
梅
は
大

粒
で
品
質
も
上
々
で
し
た
。

町
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
引
き
出
せ
！

さ
つ
ま
町
ま
ち
づ
く
り
懇
話
会
を
開
催

第
６
回
関
西

か
ご
し
ま
フ
ァ
ン
デ
ー

次々に出荷される青梅

新茶を別府会長(右)から日髙町長へ

緑色の実をつけたナシダケ

大賑わいの「さつま町」のテント前

懇話会の様子

　
町
で
は
、
各
方
面
で
の
豊
富

な
経
験
や
専
門
的
な
知
識
、
ま

ち
づ
く
り
に
関
す
る
様
々
な
情

報
を
有
す
る
方
々
と
の
意
見
交

換
を
通
し
、
新
た
な
ま
ち
づ
く

り
方
策
や
方
向
性
を
検
討
し
よ

う
と
『
ま
ち
づ
く
り
懇
話
会
』

を
設
置
し
、
６
月
３
日
に
第
１

回
目
の
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
午
前
中
に
町
内
の

資
源
（
温
泉
、
ホ
タ
ル
、
竹
、

川
、
梅
、
ガ
ラ
ス
工
芸
、
交
通
）

や
各
関
連
施
設
な
ど
、
発
展
可

能
性
を
探
る
視
察
を
行
い
、
午

後
か
ら
日
髙
町
長
も
出
席
し
て

懇
話
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
町
長
は
、
あ
い
さ
つ
の
中
で

「
こ
れ
ま
で
の
全
国
画
一
的
な

ま
ち
づ
く
り
か
ら
自
ら
考
え
行

動
し
て
い
く
時
代
に
入
っ
て
い

る
。
本
町
は
自
然
豊
か
で
様
々

な
農
産
物
も
と
れ
住
み
や
す
い

環
境
に
あ
る
が
、
こ
の
住
み
や

す
さ
を
も
っ
と
追
求
し
伸
ば
し

て
い
き
た
い
。
そ
の
よ
う
な
点

で
各
方
面
に
お
け
る
専
門
的
な

立
場
か
ら
様
々
な
意
見
を
町
づ

く
り
の
参
考
に
し
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
ま
し
た
。

　
委
員
か
ら
は
、
「
こ
れ
だ
け

農
産
物
が
各
地
域
に
バ
ラ
ン
ス

よ
く
あ
る
と
こ
ろ
は
な
い
の
で

は
な
い
か
」
「
色
々
あ
る
か
ら

ブ
ラ
ン
ド
化
が
で
き
な
い
の
で

は
な
い
か
」
「
点
で
あ
る
多
く

の
資
源
を
線
と
し
て
ど
う
つ
な

げ
て
い
く
か
仕
組
み
づ
く
り
を

掘
り
下
げ
て
見
よ
う
」
な
ど
、

活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

○
北
崎
　
浩
嗣

（
鹿
児
島
大
学
法
文
学
部
教
授
）

○
上
原
　
智
之
（
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

○
浜
本
　
奈
鼓

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
く
す
の
木
自
然

　
館
専
務
理
事
）

○
下
水
流
　
隆
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ム
ラ
工
房
）

○
横
山
　
よ
り
子

（
文
化
財
保
護
審
議
員
）

○
池
田
　
昇
示

（
Ｉ
Ｇ
Ｒ
京
セ
ラ
専
務
取
締
役
総
支
配
人
）

○
此
元
　
正
明
（
湯
気
院
社
長
）

町
内
危
険
箇
所
を
点
検

歯をみがこう！

歯の衛生週間作品コンクール

商
店
街
に
活
気
を

花
プ
ラ
ン
タ
ー
贈
呈

避
難
訓
練
も
実
施

　
６
月
２
日
、
『
薩
摩
中
央
高

校
花
プ
ラ
ン
タ
ー
贈
呈
式
』
が

宮
之
城
屋
地
商
店
街
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
薩
摩
中
央
高
校
で
は
、
平
成

１８
年
の
県
北
部
豪
雨
災
害
で
被

害
を
受
け
た
さ
つ
ま
町
に
対
し

て
、
災
害
復
興
と
活
気
あ
る
町

を
祈
念
し
て
毎
年
花
プ
ラ
ン
タ

ー
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

　
贈
呈
式
の
後
、
生
物
生
産
科

の
生
徒
は
２
０
０
個
の
プ
ラ
ン

タ
ー
を
、
宮
之
城
屋
地
商
店
街

と
虎
居
商
店
街
に
設
置
し
て
い

き
ま
し
た
。

　
商
店
街
を
通
行
の
際
は
、
き

れ
い
に
咲
い
た
花
を
是
非
観
賞

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
５
月
２７
日
、
薩
摩
郡
歯
科
医
師
会
管
内
の
小
学
校
を
対
象
と
し

た
歯
の
衛
生
週
間
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
審
査
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
町
内
外
３７
校
の
小
学
校
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
２
７

３
点
の
絵
画
の
中
か
ら
、
盈
進
小
学
校
４
年
生
の
橋
口
蓮
く
ん
と

柊
野
小
学
校
３
年
生
の
大
野
詩
音
く
ん
が
銀
賞
、
盈
進
小
学
校
２

年
生
の
早
鈴
ま
い
さ
ん
が
銅
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
金
賞
は
薩
摩
川
内
市
立
藤
川
小
学
校
５
年
生
の
中
村
謙

太
く
ん
が
受
賞
し
ま
し
た
。

プランターを受け取る、長濱宮之城屋地区公民館長

木渋地区での避難訓練の様子

　
５
月
３０
日
、
町
内
の
土
砂
災

害
等
危
険
箇
所
の
点
検
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
消
防
団

や
区
公
民
館
長
、
公
民
会
長
等

が
各
地
域
内
の
土
砂
災
害
や
浸

水
の
危
険
箇
所
等
を
点
検
す
る

と
と
も
に
、
災
害
時
要
援
護
者

を
訪
問
し
、
安
否
確
認
や
災
害

時
の
避
難
方
法
等
に
つ
い
て
声

か
け
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
点
検
で
、
町
内
に
が
け

崩
れ
危
険
箇
所
が
４
１
７
箇
所
、

浸
水
危
険
箇
所
が
７０
箇
所
あ
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
危
険

箇
所
の
情
報
を
関
係
機
関
が
共

有
す
る
こ
と
で
、
災
害
時
に
お

け
る
危
険
箇
所
の
把
握
と
迅
速

な
対
応
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
非
常
時
に
は
早
め
の
避

難
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

　
５
月
３０
日
の
午
後
か
ら
は
、

木
渋
公
民
会
で
土
砂
災
害
を
想

定
し
た
避
難
訓
練
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
訓
練
に
は
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
６２
名
の
方
々
が
参

加
し
、
消
防
、
警
察
等
に
よ
る

避
難
誘
導
の
も
と
木
渋
ふ
れ
あ

い
館
を
避
難
場
所
と
し
て
避
難

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

後
、
木
渋
ふ
れ
あ
い
館
で
土
砂

災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
説
明

な
ど
防
災
研
修
会
も
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
訓
練
に
参
加
さ
れ
た
假
屋
公

民
会
長
は
「
班
ご
と
に
一
次
集

合
場
所
に
集
ま
り
、
集
団
で
の

避
難
訓
練
も
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ

れ
、
ま
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で

集
落
内
の
危
険
箇
所
を
共
有
認

識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
は
防
災
機
関
と
の
合
同
訓

練
で
し
た
が
、
今
後
は
自
主
的

に
避
難
行
動
が
と
れ
る
よ
う
訓

練
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。
」

と
感
想
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

盈進小学校２年

早 鈴 ま い さん

柊野小学校３年

大 野 詩 音 くん

盈進小学校４年

橋 口　蓮 くん

銀賞銀賞銀賞銅賞銅賞銅賞 銀賞銀賞銀賞

「
薩
摩
西
郷
梅
」
の
出
荷
始
ま
る

情
報
提
供
者
　

　
近
畿
さ
つ
ま
会
　
会
長
　
市
野
英
司
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　国民全体の利益を代表し、国民の総意を反映すべき使命を負

っている議員を選ぶ大切な選挙です。

　投票は町内３１カ所の投票所で午前７時から午後７時まで行

われます。棄権のないように投票しましょう。

　また、選挙当日に投票所へ行くことができない人は、期日前

投票ができますので、ご利用ください。

■期日前投票のできる期間及び場所

　◎さつま町役場　本　　庁　中別館前…………６月２５日（金）から７月１０日（土）まで

　◎さつま町役場　鶴田支所　１階小会議室

　◎さつま町役場　薩摩支所　会議室１（本館）

■７月11日選挙当日の投票所一覧

…７月３日（土）から７月１０日（土）まで

投票区 投 票 所 名 投票区 投 票 所 名 

第１投票区 盈 進 小 学 校 体 育 館 第17投票区 二 渡 清 流 館

第２投票区 虎 居 地 区 公 民 館 第18投票区 白 男 川 小 学 校 体 育 館

第３投票区 平 川 営 農 研 修 セ ン タ ー 第19投票区 泊 野 小 学 校 体 育 館

第４投票区 大 薄 公 民 館 第20投票区 鶴田地区コミュニティセンター

第５投票区 柊 野 区 公 民 館 第21投票区 大 平 公 民 館

第６投票区 湯 田 い き い き 研 修 館 第22投票区 鶴 田 保 健 セ ン タ ー

第７投票区 船木地区農業構造改善センター 第23投票区 大 俣 公 民 館

第８投票区 時 吉 ほ た る 館 第24投票区 柏 原 地 区 集 会 施 設

第９投票区 佐 志 地 区 公 民 館 第25投票区 紫 尾 小 学 校 体 育 館

第10投票区 仮 屋 原 公 民 館 第26投票区 永 野 交 流 館

第11投票区 広　　瀬　　集　　会　　所 第27投票区 金 山 公 民 館

第12投票区 山 崎 地 区 公 民 館 第28投票区 求 名 交 流 館

第13投票区 荒 瀬 公 民 館 第29投票区 下 狩 宿 公 民 館

第14投票区 久 富 木 区 公 民 館 第30投票区 さ つ ま 町 役 場 薩 摩 支 所

第15投票区 北 原 公 民 館 第31投票区 中 津 川 交 流 館

第16投票区 須 杭 公 民 館

◆実施方法

　現在の宮之城中学校校舎は、昭和47年に建設されましたが、40年近くを経て老朽化が著しく、平成９年

の鹿児島県北西部地震の被害も受け、改築を余儀なくされていました。

　このような中、鹿児島県の高校再編により、利用されなくなった県立宮之城高等学校の施設・敷地が町

に譲与され、その有効活用を図るため、敷地面積や学級数なども類似している宮之城中学校施設として活

用することになりました。

　当初、平成20年９月移転を計画していましたが、宮之城高等学校敷地の背後地において、川内川河川激

甚災害対策特別緊急事業による分水路が整備されることになり、振動や工事音による学業への影響、工事

車両の通行による通学への影響などを考慮して、移転を延期しておりました。

　この度、分水路整備による学業への影響もほとんど解消されたことから、学校施設の安全性確保を図る

ため、宮之城中学校を平成22年９月１日に県立宮之城高等学校跡地へ移転することになりました。

【お問い合わせ先】さつま町教育委員会総務課　℡ ５２-１２３０

　町では、町民一人ひとりが「健康」と「食」に関心を持ち健康で楽しく、いきいきと暮らすことができ

ることを願い「さつま町健康づくり推進の町」宣言を行います。

　宣言に合わせて町内の小・中・高校生及び一般の方々から標語、及びポスターの作品募集をします。

　運動・栄養・休養による健康づくりや病気予防、食育に関すること、家庭や職場、地域の団体やグル

ープ等の健康づくりに関すること。

・対　　象　　町内の小・中・高校生及び一般とします。

・応募方法

　●標語は、応募用紙又はハガキに、郵便番号、住所、氏名（ふりがな）電話番号・学校名・学年（児

　　童・生徒のみ）を明記のうえ応募してください。ただし、作品は、一人２点まで未発表のものに限

　　ります。応募用紙は、役場本庁健康増進課及び各支所の保健福祉係に置いてあります。

　●ポスターは、一人１作品（四つ切・Ｂ３判以上画用紙で、方向は自由とします）で未発表のものに

　　限ります。裏面に郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・電話番号・学校名・学年（児童・生徒の

　　み）・絵の説明（１００字程度）を明記のうえ応募ください。

　小学生の部・中学生の部・高校及び一般の部の３部門と、「標語」・「ポスター」それぞれ各部門か

らそれぞれ最優秀賞１点、優秀賞１点、入選３点とする。入賞者には、賞状と副賞を贈呈。

・作品紹介

　標語及びポスターの各賞の最優秀賞受賞者は、平成２３年２月開催予定の「さつま町民大会」にて表

　彰し、入賞者は広報紙で紹介します。

　入賞作品は、役場庁舎等に掲示して健康づくり推進の啓発に活用します。

作品審査は健康増進課等で審査し決定します。

平成２２年７月１日（木）～９月３０日（木）

役場 健康増進課 健康増進係（内線２１４３・２１４４） 

◆テーマ

◆表　彰

◆審査方法

◆募集期間

◆応募先

『
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役
』

『
生
か
そ
う
一
票
　
わ
た
し
が
主
役
』

第22回参議院議員通常選挙の
『さつま町健康づくり推進の町宣言』標語・ポスター作品募集

平成２２年９月１日
 宮之城中学校は県立宮之城高等学校跡地へ移転します

７月11日（日）は

◆期日前投票できる時間　午前８時３０分から午後８時まで

◆投票できる時間　午前７時から午後７時まで

投票日です

■問い合わせ先　町選挙管理委員会（役場総務課内）℡５３－１１１１（内線２２１３）
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川内川激特・鶴田ダム再開発速報川内川激特・鶴田ダム再開発速報川内川激特・鶴田ダム再開発速報

⑥

①

【国土交通省関連工事】

　　　　  　　　(平成22年６月10日現在)

≪激特事業関連工事≫

①湯田地区

　・築堤護岸工事(２件)・樋門工事(１件)

②虎居地区

　・築堤護岸工事(１件)

　・樋門工事(１件)

③宮之城屋地地区

　・樋門工事(１件)

④推込地区

　・分水路掘削工事(４件)

　・河道内掘削工事(１件)

⑤二渡地区

　・築堤工事(１件)

≪鶴田ダム再開発事業関連工事≫

⑥神子地区

　・工事用道路関連工事(２件)

　・法面処理工事(１件)

【北薩地域振興局関連工事】

　(平成22年６月10日現在)

⑦柏原地区

　・夜星川橋工事(１件)

②虎居地区、宮之城屋地地区

　・宮都大橋工事(３件)

⑧山崎、二渡地区

　・護岸工事(２件)

　・東橋工事(１件)

　・山崎橋工事(２件)

８

５

４

２

７

３

鶴田ダム

■お問い合わせ先■

●国土交通省川内川河川事務所　　℡(0996)22-3271 　
　激特事業に関すること　　　　　　　　工務課　志賀　三智
　鶴田ダム再開発事業工事に関すること　工事課　猪野和歌人
　激特事業工事に関すること　　　宮之城出張所　宇都　薫
　　　　　　　　　　　　　　　　℡(0996)53-1756

●鹿児島県北薩地域振興局　建設部 
　河川港湾課　河川砂防第２係 係長 木佐貫浄治
　　　　　　　　　　　　　 ℡(0996)23-5151

場所：町管内の各樋門工事状況
　　　昨年度から、４地区にて河川護岸に樋門の新設工事をしています。
　　　今年５月末に柏原地区にて「柏原第一樋門新設その他工事」が竣工しました。

虎
居
樋
門
（
虎
居
地
区
）

【
施
工
中
】

柏
原
第
一
樋
門
（
柏
原
地
区
）

【
竣
工
】

穴
川
樋
門
（
川
原
地
区
）

【
施
工
中
】

湯
田
第
一
樋
門
（
湯
田
地
区
）

【
施
工
中
】

２０１１年（来年）７月24日までにアナログテレビ放送は終了します

　これまでのテレビ（地上アナログ放送）が終了して、地デジ（地上デジタル放送）に完全移行します。これまでアナログ

テレビでは普通に見ることができていた地域でも、山間部や地形の影響でデジタル放送を受信できない地域がでてくる可能

性があります。

　そのような場合は、まず受信点の調査をしてご家庭にあった受信方法対策（アンテナ改修や調整、工事など）をする必要

があり、時間を要することから早めに地デジの準備をしておくことが大切です。

Ｑ．なぜ放送をデジタル化するの？

Ａ．現在、放送や通信に使える電波は、余裕がないほどぎっしり詰まっています。デジタル化にすることで放送や携帯

電話などのほか、防災、交通事故防止など、さまざまな分野で有効に使うことができるようになります。

Ｑ．地デジを見るにはどうするの？

Ａ．大きく分けて、次の２つの方法があります。

　①デジタルテレビに買い換える

　②地デジチューナーまたは地デジチューナー内蔵機器を買い足す（ＵＨＦｱﾝﾃﾅの交換が必要となる場合があります）

Ｑ，テレビやアンテナを替えた、またはチューナーを取り付けたけど、

　　デジタル放送が受信できない。　

Ａ．電波の受信状況を調査する必要がありますので、下記に早めにご連絡ください。

■地デジの調査やデジタル化工事を装って、その場でお金を請求することはありません。

【 地デジに関する相談やお問い合わせ先 】

●地デジコールセンター　℡ ０５７０－０７－０１０１

●デジサポ鹿児島　　　　℡ ０９９－８３３－２０２０

● 役場 企画課 地域振興係（内線２２２６）

（いずれも平日は9:00～21:00、土・日・祝日は9:00～18:00）

■平成22年度オープンキャンパス

　中・高校生、一般を対象に木工・建築大工の

　体験入校生を募集します。

◇期　　日：平成22年７月28日(水)　9：00～12：30

◇申込期限：平成22年７月22日(木)

◇募集人員：先着30名

◇参 加 費：無料　１日傷害保険加入予定（１人100円程度）

◇申込書は県内の中学・高等学校、職業安定所

　当校ホームページにあります。

■平成23年度推薦選考【室内造形科・建築工学科】

（高校卒業見込者）大工・建築大工の技術技能の習得を

　目的とした入校生を募集します。

◇受付期間：平成22年９月1日(水)～平成22年９月17日(金)

◇選 考 日：平成22年10月1日(金)

◇選考方法：筆記試験　小テスト(数学Ⅰ)、面接

◇合格発表：平成22年10月7日（木）

◇詳しくは当校募集案内・ホームページをご覧ください。

お問い合わせ先　鹿児島県立宮之城高等技術専門校

　　　　　　　　〒895-1804　薩摩郡さつま町船木881番地

　　　　　　　　TEL 53-0207　FAX 53-0993
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畜産関係車両への消毒作業

寄付金総額
5，693,963円

(5/24～6/15受付分)

善
意
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ご
ざ
い
ま
す

鹿児島県立宮之城高等技術専門校入校生募集

地デジの準備はお済みでしょうか？
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あ
っ
た
年
金
が
残
っ
て
い
る

と
き
は
、
遺
族
の
方
に
そ
の

分
の
年
金
（
未
支
給
年
金
と

い
い
ま
す
。
）
が
支
払
わ
れ

ま
す
。

　
遺
族
の
方
な
ど
が
、
「
未

支
給
年
金
保
険
給
付
請
求
書

及
び
死
亡
届
」
を
役
場
年
金

係
ま
た
は
川
内
年
金
事
務
所

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

「
未
支
給
年
金
保
険
給
付
請

求
書
及
び
死
亡
届
」
に
は
、

「
年
金
証
書
」
の
ほ
か
死
亡

の
事
実
を
明
ら
か
に
で
き
る

書
類
（
戸
籍
抄
本
、
住
民
票

抄
本
な
ど
）
が
必
要
で
す
。

こ
の
届
が
遅
れ
ま
す
と
、
年

金
を
多
く
受
け
取
り
過
ぎ
て
、

後
で
返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
未

支
給
年
金
を
受
け
取
る
こ
と

の
で
き
る
遺
族
の
方
は
、
年

金
を
受
け
て
い
た
方
の
死
亡

当
時
、
そ
の
方
と
生
計
を
同

じ
く
し
て
い
た
配
偶
者
、
子
、

父
母
、
孫
、
祖
父
母
ま
た
は

兄
弟
姉
妹
で
す
。
未
支
給
年

金
を
受
け
ら
れ
る
順
位
も
こ

の
と
お
り
で
す
。

※
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
な

い
方
が
亡
く
な
ら
れ
た
場
合

で
も
、
遺
族
年
金
・
寡
婦
年

金
・
死
亡
一
時
金
が
支
給
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
役

場
年
金
係
か
川
内
年
金
事
務

所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

◇
免
除
制
度
を
ご
存
じ
で
す

か
？

　
「
所
得
が
少
な
い
」
「
会

社
を
退
職
し
た
」
等
の
理
由

で
経
済
的
に
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
は
、
保
険
料
免
除
制

度
が
ご
利
用
で
き
ま
す
。

　
保
険
料
免
除
の
承
認
は
本

人
、
配
偶
者
及
び
世
帯
主
の

所
得
に
よ
り
審
査
が
行
わ
れ

ま
す
。

※
免
除
申
請
の
平
成
２１
年
度

分
（
平
成
２１
年
７
月
～
平
成

２２
年
６
月
）
の
受
付
は
７
月

末
ま
で
で
す
。

※
免
除
申
請
の
平
成
２２
年
度

分
（
平
成
２２
年
７
月
～
平
成

２３
年
６
月
）
の
受
付
は
７
月

か
ら
で
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ
先

　
川
内
年
金
事
務
所

　
　
（
２２
）
５
２
７
６

■
メ
ジ
ロ
の
捕
獲
と
飼
う
際

の
手
続
き
に
つ
い
て

　
７
月
１５
日
か
ら
メ
ジ
ロ
の

捕
獲
が
解
禁
に
な
り
ま
す
が
、

捕
獲
す
る
際
に
は
事
前
に
町

の
許
可
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
メ
ジ
ロ
を
捕
獲
、

飼
養
し
よ
う
と
す
る
方
は
次

の
事
項
に
も
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

○
愛
が
ん
鳥
獣
と
し
て
飼
う

目
的
で
捕
ま
え
る
こ
と
が

で
き
る
野
鳥
は
メ
ジ
ロ
だ

け
で
す
。
（
ホ
オ
ジ
ロ
は

捕
獲
で
き
ま
せ
ん
。
）

○
一
世
帯
で
一
羽
し
か
飼
う

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

○
メ
ジ
ロ
の
捕
獲
に
は
町
の

許
可
が
必
要
で
す
。

・
捕
獲
し
よ
う
と
す
る
方
は
、

事
前
に
町
に
捕
獲
申
請
を
提

出
し
、
許
可
を
受
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
次
に
該
当
す
る
方

に
は
許
可
で
き
ま
せ
ん
の
で

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

ア
、
申
請
者
本
人
を
含
め
て
、

　
同
一
世
帯
内
で
現
に
飼
養

　
し
て
い
る
人
が
い
る
場
合
。

イ
、
過
去
５
年
間
以
内
に
愛

　
が
ん
鳥
獣
の
捕
獲
許
可
を

　
受
け
た
こ
と
が
あ
る
場
合

　
な
ど
。

・
許
可
で
き
る
期
間
は
、
毎

年
７
月
１５
日
か
ら
２
月
末
日

ま
で
の
間
で
、
そ
の
内
１
か

月
以
内
と
な
っ
て
い
ま
す
。

・
か
す
み
網
を
使
用
し
た
捕

獲
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
メ
ジ
ロ
を
飼
う
場
合
に
も

町
へ
の
登
録
が
必
要
で
す
。

　
許
可
を
受
け
て
捕
獲
し
た

メ
ジ
ロ
を
飼
う
場
合
は
、
捕

獲
し
て
か
ら
３０
日
以
内
に
飼

養
登
録
を
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
登
録
に
は
手

数
料
が
１
，
０
０
０
円
必
要

で
す
。

　
な
お
、
メ
ジ
ロ
を
他
人
か

ら
譲
り
受
け
た
場
合
に
も
届

け
出
が
必
要
で
す
。

●
保
険
証
が
８
月
１
日
で
切

り
替
わ
り
ま
す
！

　
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

証
（

学

・

遠

含
む
）
及
び

高
齢
受
給
者
証
、
並
び
に
後

期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

の
有
効
期
限
は
平
成
２２
年
７

月
３１
日
で
す
。
更
新
手
続
き

は
、
７
月
末
に
各
公
民
会
行

政
連
絡
員
を
通
じ
て
行
い
ま

す
。

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ

れ
て
い
る
方
で
、
町
外
居
住

の
学
生
や
施
設
入
所
者
用
の

 

学
・
遠
の
保
険
証
を
お
持

ち
の
方
は
、
更
新
の
時
期
ま

で
に
お
手
元
に
ご
準
備
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
入
院
等
に
よ
り
長

期
不
在
の
方
は
事
前
に
役
場

保
険
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
７
月
は
「
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
」
強
調
月
間
で
す

　
毎
年
７
月
を
強
調
月
間
と

し
て
行
わ
れ
る
「
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動
」
は
、
す
べ

て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行

の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た

ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に

お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪

や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会

を
築
こ
う
と
す
る
法
務
省
主

唱
の
全
国
的
な
運
動
で
、
昭

和
２６
年
か
ら
始
ま
り
、
今
年

で
６０
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　
犯
罪
や
非
行
の
な
い
地
域

を
つ
く
る
た
め
に
、
一
人
ひ

と
り
が
考
え
、
参
加
す
る
き

っ
か
け
を
つ
く
る
こ
と
を
目

指
し
、
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

や
テ
レ
ビ
放
映
に
よ
る
広
報

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が

展
開
さ
れ
ま
す
。

　
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
す

こ
と
の
で
き
る
明
る
い
町
づ

く
り
に
皆
様
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

●
今
月
の
納
税
な
ど

　
固
定
資
産
税
第
２
期

　
国
民
健
康
保
険
税
第
１
期

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
第
１
期

　
介
護
保
険
料
第
１
期

　
【
納
期
限
８
月
２
日
】

　
納
税
は
、
便
利
で
確
実
な

口
座
振
替
制
度
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

●
５
月
の
火
災
・
救
急
情
報

○救　急

◆出動件数　 ７６件

　運んだ人   ６９人

◆内 訳

　急　病 　37件31人

　交通事故 ６件５人

　その他　 33件33人

○火　災

◆発生件数２件

◆内訳

　　建　物１件

　　その他１件

広　告

■広告掲載料
　～広告を掲載しませんか？広告主大募集！～
・広報さつま　１枠 １万円（縦6.0㎝×横8.5㎝）
・町ホームページ（行政サイト）１月8,000円
・町公用封筒（定型封筒長型３号）
　　　　　　　１枠３万円（縦10.0㎝×横8.5㎝）
・てんがらなび（住民交流サイト）１月5,000円

■詳しくは町ホームページをご覧ください。
　　http://www.satsuma-net.jp/

広　告

広　告

消
防
本
部

　
　
　
（
52
）
０
１
１
９

薩摩郡医師会病院　0996-53-0326

＆

働きながら資格が取れます！

看護師さん募集！！看護師さん募集！！

看護学校奨学金制度
あります！
看護学校奨学金制度
あります！

スタンプを貼り終えた台紙に、貼ってご利用ください。

このシールを貼ってある台紙はスタンプシールをプラス

１０枚差し上げます。

詳細は、ちくりんスタンプ会まで 　53-1141(町商工会内)

スタンプシール

有効期限

平成22年７月31日

プラス

１０枚

キ 

リ 

ト 

リ 

線

台紙５冊で
新幹線
川内⇔鹿児島
(往復)と交換

台紙２冊で
タクシーチケット
1,500円分と交換

ちくりんスタンプ会イベント情報

いつでも！いつでも！



●問い合わせ：さつま町役場　ＴＥＬ(５３)１１１１　ＦＡＸ(５２)３５１４■くらしの情報

健
康
増
進
課 

健
康
増
進
係

　
　
　
　 

内
線
２
１
４
３

福
祉
課 

子
ど
も
福
祉
係
　

　
　
　
　 

内
線
２
１
３
３

福
祉
課 

福
祉
障
害
係
　

　
　
　
　 

内
線
２
１
３
４

16広報さつま17 広報さつま

さつま町時吉

下 市 博 彰さん 51歳
しも　 いち ひろ　 あき

町
長
の
動
静
（
平
成
22
年
５
月
）

※
主
な
会
議
及
び
行
事
を
抜
粋
（
庁
内
の
会
議
は
除
く
。
）

がんばれ 認定農業者!!　シリーズ50

　下市博彰さんは平成15年３月に認定農業者と

して認定されました。

　現在、トマト２０ａ、キュウリ１０ａ、水稲２ｈａ

を経営されています。

　トマトなどの園芸作物を経営されるうえで、

「害虫などがもたらすウイルス被害に気を遣い

ます。防虫ネットなどで対策をしていますが、

まめに観察することが大切です」と苦労を話さ

れます。

　今後「農家戸数や面積の減少化が懸念されま

すが、市場の要望に応えられるように産地を残

していくことが大事」と抱負を話されました。

町長交際費執行状況　(５月分)

・５月２日

町内企業創業40周年記念祝賀会時

7,175円

・５月７日

神子地区コミニュティセンター改

築祝並びに町道上下大迫線改良工

事完成祝賀会時

4,800円

・５月29日～30日

薩摩西郷梅販売推進試食会時

23,450円

・５月31日

庁舎建設に係る研修視察時

2,006円

・５月21日

さつま町商工会通常総代会時

3,400円

・５月14日

宮之城ちくりんスタンプ会総会時

3,400円

・５月17日

商工会女性部通常総会時

3,400円

５
月
１
日

　
　
２
日

　
　

　
　
５
日

　
　
６
日

　
　
７
日

　
　
８
日

　
　
９
日

　
　
10
日

　
　
12
日

　
　
13
日

　
　
14
日

　
　
15
日

　
　
17
日

　
　
18
日

　
　
20
日

　
　
21
日

　
　
23
日

　
　
25
日

　
　
26
日

　
　
27
日

　
　
28
日

　
　
29
日

　
　
30
日

　
　
31
日

（
土
）

（
日
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
土
）

（
日
）

（
月
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
土
）

（
月
）

（
火
）

（
木
）

（
金
）

（
日
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
土
）

（
日
）

（
月
）

口
蹄
疫
消
毒
ポ
イ
ン
ト
巡
回

九
州
管
内
高
校
ラ
グ
ビ
ー
大
会
歓
迎
式
　
▽
町
内
企
業
創
業
40
周
年
記
念
祝
賀
会

ラ
グ
ビ
ー
監
督
者
と
の
意
見
交
換
（
20
校
）

口
蹄
疫
消
毒
ポ
イ
ン
ト
巡
回

朝
会
　
▽
竹
チ
ッ
プ
工
場
地
元
説
明
会
　
▽
た
ば
こ
耕
作
組
合
、
河
川
事
務
所
協
議

企
業
立
地
協
定
調
印
式
　
▽
入
札
　
▽
神
子
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
改
築
ほ
か
祝
賀
会

口
蹄
疫
対
策
協
議

町
防
災
訓
練
　
▽
町
母
子
寡
婦
福
祉
会

教
育
委
員
辞
令
交
付
式
　
▽
国
勢
調
査
看
板
設
置
式
　
▽
町
衛
生
自
治
団
体
連
合
会
総
会

町
観
光
協
会
総
会

全
国
水
源
造
林
協
議
会
総
会
・
か
ご
し
ま
遊
楽
館
訪
問
（
～
13
日
ま
で
　
東
京
都
）

町
体
育
協
会
表
彰
及
び
評
議
員
会

太
陽
福
祉
セ
ン
タ
ー
運
営
審
議
会
ほ
か

口
蹄
疫
消
毒
ポ
イ
ン
ト
巡
回

監
査
（
県
観
光
連
盟
）
　
▽
防
災
気
象
講
演
会
　
▽
商
工
会
女
性
部
通
常
総
会

県
高
規
格
道
路
整
備
促
進
期
成
会
総
会
　
▽
県
農
業
農
村
整
備
情
報
セ
ン
タ
ー
総
会

町
防
犯
協
会
理
事
会
及
び
総
会

臨
時
議
会
　
▽
町
商
工
会
通
常
総
会

豪
雨
に
伴
う
災
害
対
策
本
部
設
置
、
対
策

県
消
防
協
会
薩
摩
支
部
総
会
　
▽
県
緑
化
フ
ェ
ア
Ｐ
Ｒ
隊
訪
問
　
▽
老
人
福
祉
施
設
訪
問

地
域
担
当
職
員
研
修
会
　
▽
町
口
蹄
疫
対
策
本
部
会
議
　
▽
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合
組
合
会
ほ
か

区
公
民
館
長
会
定
例
会
　
▽
入
札

行
革
本
部
会
議
　
▽
町
土
地
開
発
公
社
理
事
会
　
▽
入
札
　
▽
広
域
市
町
村
圏
協
議
会
総
会
ほ
か

県
建
築
士
会
川
薩
支
部
創
立
50
周
年
記
念
式
典

み
や
ん
じ
ょ
五
ツ

太
鼓
保
存
会
総
会

先
進
地
研
修
視
察
（
庁
舎
建
設
関
係
　
佐
賀
県
白
石
町
）

広報さつま６月号の６ページの記載事項に下記のような誤りがありました。訂正してお詫びいたします。

Ｐ６上の段から３段目　　　　　　　　誤　　　　 　　　　　　　　　　　正

関東さつま会会長の氏名(敬称略)　久木野令佳（関東さつま会会長） → 木通洋吉（関東さつま会会長）

◆お詫びと訂正◆

●
健
康
診
査
日
程

　
　
　
　
【
７
・
８
月
分
】

乳
幼
児
健
診
・
健
康
相
談

■
１
歳
６
ヶ
月
児

 
 
 

　
（
Ｈ
20
．
11
生
）

　
７
月
２１
日
（
水
）

　
午
後
０
時
３０
分
～
午
後
１

　
時
受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
３
歳
児
（
Ｈ
19
．
５
生
）

　
７
月
２８
日
（
水
）

　
午
後
０
時
３０
分
～
午
後
１

　
時
受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
２
歳
６
ヶ
月
児

　
歯
科
健
康
診
査

　
　
　
　
（
Ｈ
20
．
１
生
）

　
８
月
５
日
（
木
）

　
午
後
０
時
３０
分
～
午
後
１

　
時
受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
す
く
す
く
育
児
相
談

　
８
月
６
日
（
金
）

　
午
前
９
時
３０
分
～
午
前
１０

　
時
３０
分
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
４
～
５
ケ
月
児

　
産
婦
健
康
診
査

　
　
　
（
Ｈ
22
．
３
生
）

　
８
月
１１
日
（
水
）

　
午
後
０
時
３０
分
～
午
後
１

　
時
受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
パ
パ
マ
マ
学
級

　
７
月
１５
日
（
木
）

　
午
後
７
時
～

　
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
母
子
健
康
手
帳
交
付
　

　
７
月
２６
日
（
月
）

　
８
月
９
日
（
月
）

　
午
前
９
時
３０
分
～
午
前
１１

　
時
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

※
健
康
保
険
証
、
印
鑑
を
お

持
ち
の
上
、
ご
夫
婦
で
お
い

で
く
だ
さ
い
。

■
フ
ッ
化
物
塗
布
　

　
７
月
２１
日
（
水
）

　
７
月
２８
日
（
水
）

　
８
月
５
日
（
木
）

　
午
後
３
時
～
午
後
４
時
受

　
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
総
合
健
康
相
談

　
８
月
３
日
（
火
）

　
午
前
９
時
３０
分
～
午
前
１１

　
時
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

●
楽
々
健
康
ウ
ォ
ー
ク

　
み
な
さ
ん
、
一
緒
に
歩
い

て
気
持
ち
い
い
汗
を
流
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

■
水
の
音
鳥
の
声
コ
ー
ス

　
７
月
１１
日
（
日
）
午
前
７
時

　
鶴
田
あ
び
～
る
館
出
発

■
探
索
コ
ー
ス
（
公
園
内
コ
ー
ス
）

　
７
月
２４
日
（
土
）
午
前
７
時

　
北
薩
広
域
公
園
出
発

●
児
童
扶
養
手
当

　
離
婚
な
ど
で
父
親
の
い
な

い
家
庭
や
父
親
が
一
定
の
障

害
の
状
態
に
あ
る
家
庭
の
児

童
（
１８
歳
以
下
又
は
２０
歳
未

満
で
心
身
に
障
害
の
あ
る
児

童
）
を
監
護
し
て
い
る
母
、

ま
た
は
母
に
か
わ
っ
て
そ
の

児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
に

支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。
た

だ
し
、
老
齢
福
祉
年
金
以
外

の
公
的
年
金
を
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
る
人
な
ど
に
は
手

当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
平
成
２２
年
８
月
分
手
当
か

ら
父
子
家
庭
に
も
支
給
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

１
月
当
た
り
の
支
給
額

９
，
８
８
０
円
～
（
所
得
制

限
が
あ
り
、
所
得
に
よ
っ
て

は
、
受
給
で
き
ま
せ
ん
）

●
特
別
児
童
扶
養
手
当

　
精
神
又
は
身
体
に
障
害
の

あ
る
２０
歳
未
満
の
児
童
を
監

護
す
る
父
も
し
く
は
母
又
は

父
母
以
外
の
者
が
養
育
す
る

と
き
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で

す
。
た
だ
し
、
障
害
を
事
由

に
公
的
年
金
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
場
合
や
児
童
福
祉

施
設
に
入
所
し
て
い
る
場
合

は
支
給
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

１
月
当
た
り
の
支
給
額

　
１
級
　
５
０
，
７
５
０
円

　
２
級
　
３
３
，
８
０
０
円

●
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
等

助
成
制
度

　
母
子
・
父
子
家
庭
の
親
及

び
１８
歳
以
下
の
児
童
並
び
に

父
母
の
い
な
い
１８
歳
以
下
の

児
童
に
対
し
、
医
療
費
が
助

成
さ
れ
ま
す
。
助
成
を
受
け

る
に
は
「
ひ
と
り
親
家
庭
医

療
費
等
助
成
受
給
資
格
者
」

の
登
録
を
事
前
に
し
て
お
く

こ
と
が
必
要
で
す
。

　
上
記
の
制
度
の
該
当
者
に

つ
い
て
は
８
月
が
現
況
届
の

時
期
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
該
当
者
に
は
、
封
書
で
通

知
い
た
し
ま
す
の
で
、
指
定

の
期
日
内
に
申
請
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
子
ど
も
手
当
の
申
請
は
お

済
み
で
し
ょ
う
か
。

　
子
ど
も
手
当
の
申
請
を
さ

れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
６
月

１１
日
（
金
）
に
貯
金
口
座
等

に
支
払
い
ま
し
た
。

　
子
ど
も
手
当
の
創
設
に
よ

り
、
手
当
の
支
給
対
象
と
な

っ
た
方
（
所
得
制
限
限
度
額

を
超
え
児
童
手
当
を
受
給
で

き
な
か
っ
た
方
や
新
中
学

２
・
３
年
生
の
み
を
養
育
し

て
い
た
方
等
）
は
、
経
過
措

置
で
平
成
２２
年
９
月
３０
日
ま

で
に
申
請
す
れ
ば
、
４
月
分

に
遡
っ
て
支
給
さ
れ
ま
す
の

で
、
申
請
が
お
済
み
で
な
い

方
は
早
め
に
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。

●
鹿
児
島
県
中
央
児
童
相
談
所

の
判
定
及
び
受
診
に
つ
い
て

　
児
童
の
療
育
手
帳
に
係
る

判
定
及
び
特
別
児
童
扶
養
手

当
の
診
断
書
作
成
の
た
め
の

診
察
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
と

お
願
い
で
す
。

　
療
育
手
帳
の
新
規
判
定
及

び
更
新
に
つ
い
て
は
、
予
約

が
な
け
れ
ば
受
診
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
特

別
児
童
扶
養
手
当
の
診
断
書

作
成
に
か
か
る
医
師
の
診
察

は
、
毎
月
第
１
週
か
ら
４
週

の
木
曜
日
の
み
と
な
っ
て
お

り
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
予
約

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し

ま
す
が
、
判
定
及
び
受
診
希

望
の
場
合
は
、
必
ず
事
前
に

電
話
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
せ
先

鹿
児
島
県
中
央
児
童
相
談
所

　
０
９
９
（２
６
４
）３
０
０
３

●
心
配
ご
と
相
談
所

■
毎
週
木
曜
日

　
午
前
１０
時
～
正
午

　
宮
之
城
ひ
ま
わ
り
館

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
　 

　

　
　
（
５２
）
１
１
２
３



こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
さ
つ
ま
町
で

働
く
人
々
の
姿
を
紹
介
し
ま
す
。
自

薦
・
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。
多
く
の

人
材
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

1歳で～す
毎月１番最初に
　生まれた赤ちゃん

平成２１年７月１日生

くん

りゅうしんあ さ く ら

朝倉龍心

18広報さつま19 広報さつま

　
町
内
の
河
川
敷
で
小
学
生
と
体

験
放
流
を
行
う
、
田
渕
組
合
長
の

姿
が
あ
り
ま
す
。

　
川
内
川
漁
業
協
同
組
合
は
現
在

７
６
８
人
の
組
合
員
で
組
織
さ
れ
、

田
渕
政
春
さ
ん
は
平
成
１７
年
か
ら

組
合
長
の
職
に
就
か
れ
て
い
ま
す
。

　
漁
協
で
は
、
組
合
員
鑑
札
発
行
、

遊
漁
承
認
証
発
行
、
保
護
水
面
の

管
理
や
放
流
事
業
な
ど
様
々
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

「
こ
れ
ら
の
事
業
を
組
合
員
一
人

ひ
と
り
が
認
識
し
、
運
営
し
て
い

く
こ
と
が
大
事
」
と
話
さ
れ
ま
す
。

　
毎
年
６
月
１
日
は
鮎
漁
の
解
禁

日
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
「
今
年

の
鮎
は
数
は
多
い
が
、
水
温
が
低

か
っ
た
せ
い
か
小
ぶ
り
だ
」
と
分

析
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
方
々
に
川
に
親
し
ん
で

も
ら
お
う
と
「
川
内
川
鮎
ま
つ

り
」
も
計
画
さ
れ
ま
し
た
が
、
今

年
は
家
畜
伝
染
病
感
染
予
防
の
た

め
、
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
　

　
ま
た
、
「
時
代
の
移
り
変
わ
り

で
、
子
ど
も
た
ち
が
川
で
遊
ん
だ

り
、
川
の
生
き
物
に
親
し
む
機
会

が
な
く
な
り
ま
し
た
。
学
校
単
位

で
カ
ニ
、
ウ
ナ
ギ
、
ア
ユ
な
ど
の

体
験
放
流
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

子
ど
も
た
ち
の
喜
ぶ
顔
を
み
る
と
、

こ
ち
ら
も
う
れ
し
く
な
り
ま
す
」

と
話
さ
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
「
若
い
頃
か
ら
、
川
で

の
魚
と
り
が
楽
し
く
、
川
内
川
の

鮎
が
好
き
で
今
に
至
り
ま
し
た
。

幼
少
の
頃
に
川
で
遊
ん
だ
記
憶
が

と
て
も
懐
か
し
い
。
こ
の
川
内
川

が
昔
の
よ
う
に
青
々
と
水
を
蓄
え

た
清
流
に
な
れ
ば
」
と
川
内
川
へ

の
思
い
を
募
ら
せ
る
田
渕
組
合
長

で
し
た
。

５
月
16
日
～
６
月
15
日
届
出
分
（
８
人
）
　敬
称
略

性
別

保
護
者

公
民
会

あ
か
ち
ゃ
ん

誕
生
お
め
で
と
う

誕
生
お
め
で
と
う

誕
生
お
め
で
と
う

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

５
月
16
日
～
６
月
15
日
届
出
分
（
29
人
）
敬
称
略

な
く
な
っ
た
人

年
齢

公
民
会

な
く
な
っ
た
人

年
齢

公
民
会

大薄上 公民会

両親から一言

父　豪　太　さん

母　弘　美　さん

すくすく

　 大きく育ってね！

こんにちは保健師ですこんにちは保健師ですこんにちは保健師です 健康さつま21 

た　　ぶち まさ　 はる

田 渕 政 春

川内川漁業協同組合
組合長

（さつま町鶴田）

さん 76歳

子
ど
も
の
頃
に
遊
ん
だ

　
川
内
川
の
清
流
が
懐
か
し
い

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

篤

志

寄

付

・
紫
尾
区
大
衆
浴
場

　
　
　
　
　
　
上
之
原
純
夫

※
「
誕
生
・
お
く
や
み
」
は
、
届
出
人
が

　
同
意
さ
れ
た
方
だ
け
掲
載
し
て
い
ま
す
。

井
上
　
則
夫
　
74
　
上
下
大
迫

藤
田
キ
ク
ヱ
　
80
　
海
老
川

餅
田
　
ノ
キ
　
96
　
橋
掛

安
藤
ト
ミ
カ
　
90
　
新
町

脇
　
末
太
郎
　
84
　
下
手

湯
田
　
　
夫
　
76
　
東
谷

四
枝
　
ヱ
ミ
　
85
　
五
日
町

　
村
　
實
男
　
84
　
須
杭

末
永
　
昭
美
　
81
　
角
郷

堀
　
ア
ヤ
子
　
96
　
弓
之
尾

郷
　
ヒ
ロ
子
　
64
　
大
願
寺

西
囿
　
太
郎
　
84
　
西
町

外
園
　
　
男
　
92
　
紫
尾
上

栗
野
　
安
夫
　
77
　
西
湯
田
原

村
上
ツ
ル
子
　
83
　
新
町

宮
園
　
幸
子
　
78
　
町
頭

小
緑
　
千
鶴
　
88
　
湯
田
上

出
石
セ
ツ
子
　
87
　
さ
く
ら

竹
内
ミ
フ
子
　
89
　
荒
瀬

下
原
　
愛
子
　
88
　
別
野

半
﨑
　
フ
ミ
　
91
　
鶴
宮
園

房
内
　
ヱ
ミ
　
83
　
マ
モ
リ
エ

井
上
喜
代
子
　
76
　
湯
田
中

若
松
　
シ
カ
　
87
　
西
手
東

外
堀
　
　
稔
　
76
　
時
吉
中
城

永
吉
　
一
成
　
72
　
二
渡

永
　
　
武
俊
　
84
　
二
渡

木
村
　
エ
ミ
　
94
　
川
原
町

古
町
　
チ
エ
　
85
　
武
白
猿

ストレス社会と言われる現代、
あなたの「こころ」はお元気ですか。

☆
こ
の
２
週
間
の
あ
な
た
の

　
様
子
に
つ
い
て
お
答
え
く
だ
さ
い

い
ず
れ
か
該
当
す
れ
ば
専
門
家
へ
の
相
談

を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　町では、こころの健康づくり対策として、特定健診会場でこころの健診（うつスクリーニング）

を実施しています。自殺の原因、動機で一番多いのは「健康問題」といわれます。　　

こころと体の健康は非常に密接に結びついており、身体の健診と同じように「こころの健康度」を

チェックすることは重要です。「疲れている」と感じたらぜひ「こころの健康度チェック」をして

みましょう。その結果、うつ病の可能性のある方は、一人で悩まず早めに相談しましょう。

前
　
野
　
空
　
絆
　
　
　
誠
　
　
下
平
川

小
　
田
　
琳
太
郎
　
　
朋
　
和
　
轟
原

末
　
野
　
陸
　
央
　
　
　
拓
　
　
東
谷

上
　
浦
　
慶
　
亮
　
　
光
　
博
　
上
下
大
迫

満
　
園
　
美
　
咲
　
　
正
　
輝
　
黒
鳥

日
当
瀬
　
　
紳
　
　
　
　
賢
　
　
五
日
町

中
　
野
　
流
　
空
　
　
　
健
　
　
船
木
東

山
　
口
　
敦
　
也
　
　
隆
　
志
　
船
木
東

女女 男男男男男男

毎日の生活が充実していない

これまで楽しんでやれていたことが、今は楽しめなくなった

以前は楽に出来ていたことが、今ではおっくうに感じられる

自分は役に立つ人間だと思えない

わけもなく疲れたような感じがする

死について何度も考えることがある

気分がひどく落ち込んで自殺について考える事がある

最近（ここ２週間）ひどく困った事やつらいと思った事がある
（家族の死、親戚・近隣の人の自殺、医療機関からの退院など）

「もう年だからいつ死んでもいい」「ぽっくり死にたい」

などはチェックに該当しません

１

２

３

４

５

６

７

８

こ

こ

ろ

の

健

康

チ

ェ

ッ

ク

２
つ
以
上
あ
り

１
つ
以
上

　
　
　
あ
り

あ
り

ま

え

の

そ

な

す

え

の

り

お

か
み
う
ら

け

い

す

け

み
つ
ぞ
の

み

さ

き

な

か

の

り
ゅ
う
く

や
ま
ぐ
ち

あ

つ

や

ひ
な
た
せ

し

ん

お

だ

り
ん
た
ろ
う
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【７月】

　４日　ぎんざ薬局求名店　３１－６５００

１１日　青空薬局　　　　５２－０１０１

１８日　元島薬局　　　　４４－２０７７

１９日　フタヤ薬局　　　５９－２０３３

２５日　ぎんざ薬局　　　５３－００１１

【８月】

　１日　さし薬局　　　　２１－３６１０

　８日　青空薬局　　　　５２－０１０１

わたしたちの町

推計人口による

※休日在宅医や薬局は都合により、変更になる場合があります。受診の際は、医療機関に電話で
確認してください。町のホームページでも紹介しています。

休日在宅医 休日薬局

人　口　24,041人（- 20人） 

　男　　11,098人（- 15人）

　女　　12,943人（-  5人）

    世帯数　10,318世帯

 転入   48人　転出   40人

 出生　  9人　死亡   37人

 （平成22年６月１日現在）

     （　）は前月対比

【７月】

　４日　益嵜医院　　　　　　５７－００１０

１１日　薩摩郡医師会病院　　５３－０３２６

１８日　さつまクリニック　　５７－００２０

１９日　立志病院　　　　　　５５－９１１９

２５日　宮之城病院　　　　　５３－０１８０

【８月】

　１日　てらだ内科ｸﾘﾆｯｸ　　 ２１－３２３２

　８日　薩摩郡医師会病院　　５３－０３２６

か ね だ と も ひ ろ

盈進小学校６年

金田  智裕くん

全国大会出場は夢への第一歩！
ぼくの将来の夢は、プロ野球の選手になることです。野球
を小学１年から始めて『チームワークの大切さ』や『努力』
というものを学びました。今回、『高円宮賜杯全日本学童
軟式野球大会』に鹿児島県代表として出場することになり
ました。これもチーム全員が一つになって『努力』したか
らだと思います。キャプテンとしてチームをまとめ、優勝
を目指して頑張ります。この全国大会出場は、ぼくの将来
の夢であるプロ野球選手の第一歩です。そして、大切な夢
をいつまでも諦めず追いかけていきたいと思います。
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